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８月２日(土)３日(日)の２日間、「天空の不夜城」が運行されました。天にまで届く高さの極彩色豊か
な２基の大型七夕灯籠「愛季」「嘉六」が能代の夏の夜を彩りました。

また、昨年に引き続き企画した「天空の不夜
城」への特別乗車体験にも、たくさんのお客
様に参加いただきました。

７月１９日(土)、「ＲＥＳＴＡＲＴ～響け光と風の声～」をテーマに、
第２１回「港まつり能代の花火」が開催されました。
約１万５千発の花火に、県内外から訪れた観客が魅了されていました。

開催に合わせて、「能代の花火」オリジナルグッズを記念商品
として販売開始しました。花火の絵柄がデザインされた手ぬぐい
縦、横２種類です。

おもてなし講習会
能代の花火終了後も、
観光案内所で販売しています。 ５月２４日(土)「教育

を基軸にした地域創生
～高校魅力化と人づくり
の挑戦～」と題し、(一
財)地域・教育魅力プ
ラットフォーム代表理事
岩本悠氏による講演会
を行いました。当日は、
地元中学・高校生による
ワークショップも開催し、
人づくりによるまちづくりを
地域全体で考える一日
となりました。
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６月１４日(土)、「ノルディック
ウォーキング レトロな能代まち歩き」
を開催しました。昭和１００年とな
る今年、参加された方々は、旧町名
の由来を聞きながら、まちなかウォー
キングを満喫していました。

嫁見まつりフォトコン
小林さんに「嫁見まつり賞」

☆嫁見まつり賞
能代市 小林さん

作品ﾀｲﾄﾙ
「ハレノヒは傘を差して」

☆観光協会賞

能代市 田森さん

作品ﾀｲﾄﾙ
「煌びやかな花嫁行列」

５月１８日に開催された嫁見まつりのフォトコンテストには、県内
外から１９点の応募作品が集まり、審査会での審査の結果、最
高賞の「嫁見まつり賞」に能代市柳町の小林尚志さんの「ハレノヒ
は傘を差して」が選ばれました。
また、観光協会賞には二ツ井町切石の成田孝行さんの「世界は二
人の為に」、向能代の田森公平さんの「煌びやかな花嫁行列」を選
出しました。
応募作品は８月１日から１５日まで秋田銀行能代支店で展示
し、この後は金勇において８月３１日から９月１５日までの展示
を予定しています。

なお、嫁見まつり当日はあいにくの雨模様の中、
１６組が参加。ピンクの傘の華が境内に咲き
誇り、独特な雰囲気に包まれました。花嫁行
列を見ようと、市内はもちろん遠方から訪れた
方も多く、縁日はじめ境内でのイベント等も楽
しんでいただきました。

能代市 成田さん

作品ﾀｲﾄﾙ
「世界は二人の為に」



5月１日（木）～７月３１日(木)に実
施していた能代公園リニューアル記念デジタル
スタンプラリーが終了しました。 沢山の方々
に参加いただき「気軽に参加してみたが、新た
な発見があり楽しかった。又開催してほしい」
など嬉しい感想をいただきました。

第21回港まつり 能代の花火

７月１９日(土)、第２１回
「港まつり能代の花火」が開催
され、約１万５千発の花火に、
県内外から訪れた観客が未了
されました。
観光協会では、会場入り口で
当日券販売と実行委員会が
新たに製作した「能代の花火」
オリジナル手ぬぐいなどの記念
商品などを販売しました。

７月２５日(金)～２７日(日)能代市役所
さくら庭にて「夏だ！ビアガーデン2025屋台村」
と題し屋台村を開催いたしました。会員飲食店
５店が出店し、地元食材を使った料理や、風
力発電で作られた電気で発電するなど、地産
地消にこだわった屋台村となりました。
２６日にはよさこいの演舞が披露され、屋台村
に花を添えていました。

天空の不夜城

観光協会が販売している特別席、イス
席は過去最高の販売数となり、特に
初日の２日は、早い段階で完売となり
ました。

また、昨年に引き続き企画しＯＴＡ
で販売した「天空の不夜城」への特
別乗車体験にも、たくさんのお客様に
参加いただきました。

オリジナル手ぬぐいは、縦、横２
種類（各１，６００円）で、
花火の絵柄がデザインされ、観
光案内所で引き続き販売して
います。
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